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ふれあいひろば

ニティセンター完成

ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
拠
点
に

昨
年
十
二
月
か
ら
二
ヵ
年
継
統

で
建
設
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し

た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
Ｂ
＆
Ｇ
体
育

舘
と
渡
り
廊
下
で
結
ば
れ
、
村
民

の
健
康
増
進
と
住
民
福
祉
の
向
上

を
め
ぎ
し
た
総
合
的
な
施
設
と
し

―
の
建
設
は
、

社
会
教
育
の

振
興
と
あ
わ

せ
、
住
民
相
互
が
心
の
ふ
れ
あ
い

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
冠
婚
葬
祭
や
村
ぐ
る
み
の
集

会
、
研
修
、
大
会
等
の
開
催
に
大

き
な
役
割
り
を
持
ち
、
ふ
る
さ
と

づ
く
り
の
拠
点
と
な
り
ま
す
。

規
模
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
三
階
建
て
で
総
面
積
は
、　
一
千

四
百
六
十
八

・
八
平
方
解
。
三
百

二
十
二

・
七
平
方
属
の
和
室

（式

場
）、
三
百
五
十
六

・
五
平
方
層
の

ス
テ
ー
ジ
付
き
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、

老
人
室
、
茶
室
、
視
聴
党
室
、
育

児
室
、
加
工
実
習
室
な
ど
か
ら
な

総
工
費
は
二
億
八
千
六
百
八
十

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
艇
庫

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

れ
た
モ
ダ
ン
な
建
物
は
、
大
沼
の

れ
ま
で
ボ
ー
ト
や
カ
メ
ー
を
格
納

す
る
所
が
な
か
っ
た
だ
け
に
、
海

洋
ク
ラ
プ
の
会
員
た
ち
は
、
大
喜

現
在
、
カ
ッ
タ
ー
ニ
艘
、
Ｏ
Ｐ

[        ]

に
Ｆ
ヨ
ッ
ト
ニ
艘
が
格
納
さ
れ
て
　
　
お
ろ
し
を
容
易
に
し
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。
ま
た
、
浮
き
桟
橋
に
は
　
　
　
総
工
費
は
二
千
七
百
万
円
。

ク
レ
ー
ン
が
つ
き
、
舟
艇
の
揚
げ

表
紙
に
寄
せ
て
―
◇

ね
ぶ
た
運
行

相
内
保
育
所
で
は
創
立
十
五

周
年
を
記
念
し
て
お
盆
の
十
四

日
、
大
型
人
形
ね
ぶ
た
と
流
し

踊
り
の
合
同
運
行
を
お
こ
な
い

常
設
の
保
育
所
と
し
て
設
立

ば

一
つ
の
時
代
の
節
目
を
迎
え

る
さ
と
意
識
」
を
創
り
出
し
て

事
の
ネ
ラ
イ
。
こ
の
日
は
、
小

・
中
学
生
や
お
母
さ
ん
た
ち
も

加
わ
り
、
に
ぎ
や
か
に
村
を
練

り
歩
き
沿
道
の
見
物
人
か
ら
大

な
お
、
相
内
保
育
所
は
昭
和

ま
で
四
百
二
十
二
人
の
修
了
児

を
送
り
出
し
、
現
在
七
十
二
人

の
児
童
が
入
所
し
て
い
ま
す
。
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漁

揚

四

カ
・脅
は
ね

ま
す
。
藩
公
再
興
開
山
天
龍
大

和
尚
か
ら
現
住
職
ま
で
実
に
二

初
代
か
ら
の
住
職
名
を
左
に
掲

開
山
空
蓮
社
呑
誉
上
人
天
龍

歴々
二十七代
　　　　　は「いずに耐守菫躙卿繊置

安
倍
安
東
氏
が
盛
大
の
時
か
ら
　
　
誠
蓮
社
良
心
上
人
卓
道
大
和
尚
。

名
刹
で
あ
る
と
の
伝
承
が
あ
り
　
　
（寛
文
九
年
十
月
九
日
入
寺
、

宝
永
元
年
九
月
廿
八
日
遷
化
ヽ

五
世
観
蓮
社
良
音
上
人
意
伯
大

和
尚
。
六
世
実
蓮
社
良
”
上
人

単
円
大
和
尚

（正
徳
二
辰
年
十

一
月
十
八
日
遷
化
ヽ
七
世
大
蓮

社
良
悟
上
人
生
阿
無
観
碩
運
大

和
尚

（延
享
四
年
十

一
月
九
日

遷
化

，
）。
八
世
願
運
社
良
果
上

人
徹
問
大
和
尚
。
九
世
仰
蓮
社

三
癸
己
年
間
二
月
六
日
遅
化
ヽ

十
世
證
蓮
社
良
幸
上
人
辮
表
大

和
尚

（明
和
二
年
二
月
廿
五
日

貞
昌
舎
往

ニ
テ
往
生
ヽ
十

一
世

曜
蓮
社
良
珠
上
人
廓
縁
和
尚
（宝

徳
寺

へ
移
転
）。
十
二
世
宝
蓮
社

良
乗
上
人
理
円
大
和
尚

（
明
和

八
卯
年
二
月
十
七
日
浄
円
寺
ニ

テ
遷
化
ヽ
十
二
世
到
蓮
社
良
還

上
人
善
阿
思
教
和
尚

（海
満
寺

日
遷
化
）。
十
四
世
中
興
超
蓮
社

良
勝
上
人
然
阿
堅
教
大
和
尚
（専

求
院
ヨ
リ
移
住
。
天
明
十
成
年

十
二
月
十
日
遷
化
。
天
明
二
寅

ヨ
リ
中
興
ノ
ニ
字
本
寺
快
淵
方

丈
代
二
免
許
サ
ル
ヽ
十
五
世
念

運
社
良
専
上
人
向
阿
名
観
意
教

大
和
尚

（広
田
専
念
寺
ヨ
リ
ヽ

十
六
世
快
蓮
社
良
廓
上
人
察
思

人
意
全
大
和
尚

（文
政
元
―
二

後
青
森
正
党
寺
へ
ヽ
十
八
世
顕

蓮
社
良
示
上
人
廓
全
和
尚

（弘

前
誓
願
寺

へ
移
転
ヽ
十
九
世
彿

蓮
社
良
幸
上
人
貞
官
大
和
尚
（弘

前
天
徳
寺
ヨ
リ
移
転
。
今
別
本

党
寺
へ
移
転
）。
二
十
世
廣
蓮
社

良
底
上
人
寿
音
大
和
尚

（今
別

本
党
寺
へ
移
転
「
廿

一
世
廣
蓮

社
良
称
上
人
智
全
大
和
尚

（藤

崎
拝
取
院

へ
下
転
「
廿
二
世
縁

蓮
社
良
党
上
人
享
導
和
尚

（安

寺
ヨ
リ
移
転
）。
廿
三
世
慶
蓮
社

良
載
上
人
源
随
和
尚

（明
治
ニ

己
巳
年
九
月
廿
四
日
遅
化
％
廿

四
世
愛
蓮
社
良
敬
上
人
定
巌
和

尚

⌒弘
前
徳
増
寺
ヨ
リ
移
転
。

明
治
廿
四
年
九
月
七
日
遷
化
）。

廿
五
世
諦
蓮
社
良
聴
上
人
善
阿

思
観
恭
山
大
和
尚

（
明
治
廿
五

年

一
月
十
五
日
新
住
、
大
正
十

出
身
ヽ
廿
六
世
聞
蓮
社
良
法
人

蜂
阿
恭
蛍
大
和
尚

（大
正
十
四

身
ヽ
廿
七
世
光
運
社
明
誉
上
人

暁
阿
良
雲
邦
生
和
尚
⌒現
住
職
）。

史
を
持

っ
て
い
ま
す
。

十

王
の
お
晏
陀
羅

す
。
俗
に

「
地
獄
極
楽
」
の
絵

澄
翁
も
宿
泊
し
た
問
屋
、
能
登

屋
金
右
衛
門
が
遠
く
大
阪
方
面

ま
す
。
特
に
、
金
泥
の
仏
様
に

絵
師
は
岩
佐
又
兵
衛
だ
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
又
兵
衛
は
、

摂
津
伊
丹
城
主
荒
木
村
重
の
二

五
七
九
）
年
二
歳
の
時
に
織
田

信
長
に
伊
丹
城
が
攻
め
ら
れ
落

城
し
た
の
で
、
乳
母
と
共
に
京

方
の
岩
佐
姓
を
名
乗
り
、
土
佐

光
則
、
狩
野
松
栄
な
ど
に
師
事

長
三

（
一
六
五
〇
）
年
七
十
二

ま
で
交
易
し
て
い
た
こ
と
を
物

⑩

し

の

部

十
把
ひ
と
か
ら
げ
　
何
も
か
も
、

離
い
り
る
　
眠
く
な

っ
て
険
が

死し
な
ば
盤
誡
　
ど
う
せ
死
ぬ
な

死Ｌ
な
ば
叡
誡
、
い
ま
ば
鰍
証

何
事
を
す
る
に
も
時
期
が
あ
る
。

死
に
罵
も
屁
　
ど
う
せ
負
け
る

火
の
無
い
処
サ
煙
立
だ
ネ
　
暉

部
鳳
切
る
　
自
分
の
財
布
か
ら

は
臭
い
話
に
な

っ
て
終
わ
る
と
い

締
ま
り
屋
　
け
ち
ん
ぼ
の
こ
と
。

様
子し
ア
耶
榛
ぎ
ネ
な
ら
ネ
　
大

借
金
、
質
サ
置
ぐ
　
金
は
な
い
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相内 佐々木勉 さん80

痛
い
―
。
突
然
、
激
痛
が
私
の

る
盲
腸
炎
で
し
た
。
こ
れ
に
腹
膜

盲
腸
は
病
気
の
う
ち
に
入
ら
な

い
と
い
い
ま
す
が
、
腹
膜
炎
を
併

発
し
た
場
合
、
下
手
を
す
る
と
命

取
り
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
聞
か

毎
朝
、
コ
ッ
プ

一
「健
康
法
」
は
な
い
も
の
か
と
考

弘
前
警
察
署
桝
形
派
出
所
に
動
務

と
言

っ
て
、
毎
朝
、
コ
ッ
プ

一
杯

の
水
を
飲
む
こ
と
も
結
構
い
い
も

杯
の
水

選
挙
権
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い

□
九
月
二
日
か
ら
名
簿
縦
覧

■県婦人スポーッの集い

■昭和 58年版 県民 手帳

予約募集中です

昭
和
五
十
七
年
九
月

一
日
現
在

名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
の
住
所
、

ま
た
、
出
張
所
で
も
閲
覧
で
き

■
今
回
登
録
さ
れ
る
人

①
昭
和
五
十
七
年
六
月

一
日
以

上
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

②
昭
和
三
十
七
年
九
月
二
日
以

右
①
、
②
の
条
件
を
満
た
す
人

予
約
再
募
集
中

■ 縦覧場所 と縦覧期間
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三和さんがトップ

お知 らせ

ベ
ス
ト
ス
リ
ー
は
①
三
和
四
十

八
世
誉
②
成
田
四
十
七
世
帯
③
奈

テ
ン
を
上
げ
る
と
④
佐
藤
四
十

一

世
警
⑤
山
田
二
十
四
世
壼
⑤
工
藤

二
十
三
世
帯
⑦
葛
西
回
③
秋
田
谷

二
十
二
世
帯
③
三
浦
二
十
七
世
帯

⑩
三
上
二
十
六
世
帯
と
な
っ
て
い

地
区
別
に
み
る
と
、
相
内
で
は

三
和
が
圧
倒
的
に
多
く
四
十
八
世

帯
、
脇
元
で
は
成
田
、
葛
西
が
二

十
世
帯
、
磯
松
で
は
伊
南
が
十

一

世
帯
、
太
田
で
は
奈
良
が
二
十
七

世
帯
と
多
く
、
桂
川
で
は
秋
田
谷

世
帯
と
そ
れ
ぞ
れ
ト
ッ
プ
で
し
た

が
、
磯
松
の
伊
南
、
十
二
の
相
川

は
ど
ち
ら
も
他
の
地
区
に
は
全
く

ま
た
、
十
二
地
区
の
姓
は
全
般

に
多
彩
で
外
来
者
の
多
い
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昔
、

栄
え
た
十
三
湖
が
上
方
と
の
交
流

が
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で

珍
名
は
海
江
田
、
恒

吉
、
谷
川
内
さ
ん

十
二
地
区
の
海
江
田
、
花
島
、
保

次
い
で
成
田
、奈
良
、佐
藤
さ
ん

坂
、
煤
田
、
若
山
、
脇
元
地
区
で

は
、
岳
丸
谷
、
高
谷
　
林
崎
、
磯

松
地
区
の
恒
吉
、
相
内
地
区
に
は

丁
子
谷
、
谷
川
内
、
糸
谷
、
長
鈴
、

猿
賀
、
木
津
谷
、
大
性
、
西
市
、

新
潟
な
ど
の
姓
が
あ
り
ま
す
。

①
佐
々
木
二
十
一
世
誉
⑫
白
川

二
十
世
帯
⑬
木
村
十
八
世
帯
⑭
相

川
同
⑮
櫛
引
十
七
世
誉
⑩
石
岡
十

三
世
誉
⑫
中
井
回
⑬
豊
島
①
伊
南

十

一
世
誉
④
斎
藤
同
④
竹
谷
回
②

藤
田
同
④
浜
田
十
世
誉
②
小
倉
同

④
中
山
同

■児童扶養手 当

9月 分から手当額引き上げ

児童扶養手当

特別児童扶養手当

■県身障者スポーツ大会

9月 12日 青森市で開催

■印鑑 証明 は

本人の手で請求を

〓
□
′
“‥

唐

川
城
址

に
登

っ
て

春
、
初
め
て
唐
川
城
址
に
登

っ

た
。
縁
の
木
々
、
青
い
海
、
満
々

と
水
の
張

っ
た
湖
、
山
の
上
か
ら

の
眺
め
は
雄
大
で
美
し
く
、
見
な

本
村
に
は
数
多
く
遺
跡
が
残

っ

て
は
い
る
が
、
そ
の
ど
れ
も
栄
華

津
軽
中
世
の
十
三
湊
は
日
本
三
津

う
。
相
内
は
領
主
の
城
、
武
家
屋

敷
を
構
え
た
城
下
町
で
あ

っ
た
と

美
し
い
風
光
こ
そ
何
百
年
も
変
わ

ら
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
遺
跡
と

共
に
買
う
こ
と
の
で
き
な
い
財
産

遺
跡
を
保
護
し
て
い
く
と
同
時
に

に
よ
っ
て
も

っ
と
魅
力
あ
る
景
観

遺
産
が
幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て
、

潤
い
を
与
だ
て
く
れ
る
も
の
と
思
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(便潜血反応検査も合せて行います)

□妊婦健診 7日 (PMl:30)

□風しん予防接種 10日 (PMl:30)
対拿中3女子   市浦診療所

脇元公民館 (十 二・脇元・磯松)

22日 (P M12:30)

相内児童舘 (相内・太田・桂川)

(対急・小学校6年生)

P Ml:50～ 2:20 相内小

休診のお知らせ

ふ丸冥:°り す
i

“

　
　
ち
様
晰
吐
¨
峰
綺
＝
ヽ

凸寸
　
　
ゴ
ミ
の
処
理
の
し
か
た

一を

　
　
一
つ
で
そ
の
人
の
生
活

ル

　
　
と
心
の
裏
側
が
わ
か
り

レ一
　
　

ま
す
ｏ

¨

　

こ
豚

¨
る っ 理

一
一
】
¨
。

コ̈

　
　
②
決
め
ら
れ
た
日
に
決

め
ら
れ
た
場
所
に
出
す

③
入
れ
物
は
き
ち
ん
と
し
た
も
の

る
④
家
電
品
は
人
体
に
有
毒
な
Ｐ

そ
の
処
理
を

一
歩
誤
る
と
後
代
ま

指
定
日
以
外
は
絶
対
出
さ
な
い
。

ゴ
ミ
集
積
場
所
を
提
供
し
て
く
れ

宮
本
　
　
司

（脇
元
）
兼
政

三
浦
真
由
美

（相
内
）
益
雄

葛
西
　
沙
織

（車
力
）
武
善

竹
谷
由
香
里

⌒脇
元
）
恒
美

萬
谷
の
ぞ
み

（脇
元
）

要

（調疇　梓一
一颯『一

（鰤岬由美辞
一情勢一

（糠同千鶴粥
一時疇一

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

三
和
　
亮

一
（相
内
）
７０
歳

木
村
　
カ
シ

（
太
田
）
７８
歳

相
川
　
ｔ
け

（十
三
）
６８
歳

対摯地区

lllll.

>5く
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